
　神戸大学の魅力の一つに、学生寮の充実が挙げられます。神戸大学には現在、住吉寮、女子寮、国
こく

維
い

寮、住吉国際学生

宿舎、白
はくおう

鴎寮の 5 つの学生寮があり※、平成生まれの住吉国際学生宿舎を除き 90 年以上（最古の住吉寮は 135 年）もの長き

歴史と伝統を有しています。寮生定員 1,078 人。2010 年公開の村上春樹原作の映画「ノルウェイの森」（松山ケンイチ主演）で

は、監督の希望により住吉寮と国維寮が主要ロケ地の一つとなり、寮生もエキストラで出演して話題を呼びました。現在改修

工事が進み現代的な学生寮として新たな歴史を刻みつつあります。
※（注） 神戸大学には現在 5 つの学生寮のほか、外国人留学生・研究者のための宿舎として神戸大学インターナショナル・レジデンスがあります。

　神戸大学設置当初1949年の学生寮は、旧制神戸経済大学国
維寮を引き継いだ法学部・経済学部・経営学部国維寮（高尾学生
寄宿舎）、旧制兵庫師範学校男子部住吉寮を引き継いだ教育学
部住吉寮、旧制兵庫師範学校女子部寄宿舎を引き継いだ明石女
子寮、旧制姫路高等学校白

はくりょう

陵寮を引き継いだ姫路分校白陵寮の
4つでした※。当時の寮は各学部・分校で管理されていましたが、
1960年代半ばの教養部設置、分校廃止、六甲台への学舎統合、
県立大学の国立移管を背景として、寮の統廃合、木造から鉄筋
への改築、学部の寮から全学の寮への転換が行われ、住吉寮、
女子寮、国維寮の3寮体制となりました。その直後、暖房燃料費
の負担をめぐって寮生と大学側の対立が深まり、1968年一部の
住吉寮生が本部事務局及び学生部の建物を占拠して封鎖、これ
を機に神戸大学紛争が全学で勃発しました。1997年、国際化に

対応して住吉国際学生宿舎が開
寮、2003年海事科学部設置に伴
い旧神戸商船大学白鴎寮を引き
継ぎ、現在の5寮体制が完成。
2010年国維寮が老朽化で閉寮、
改修工事を経て2011年再開しま
した。なお、2013年度までに
全学生寮の個室化・耐震改修
工事が終了する予定です。

　学生寮では長き歴史の中で、寮生による多様な寮文化が生まれ
ました。

【寮自治】
　学生寮の最大の特色は「寮自治」です。寮自治とは、寮生自らが
寮の運営を行うことであり、現在も神戸大学の学生寮では基本的

に寮生の自治によって運営されています※1。全寮生から選出された
寮長を中心に数名の役員で構成される寮自治会が、会計、書記、
文化など各種の役務を分担し、寮生の部屋割り、入寮生歓迎行
事、寮祭、寮生大会その他行事を主催。行事には全寮生が原則参
加します。寮自治は、寮生が自発的に考え行動し、寮生自身が決め
たルールに従い生活する“自主自律”の精神で成り立っています。

神戸大学紛争の発端となった
「住吉寮問題」を説明する冊子（1969年）

神戸大学学生寮の歩み

多様な寮文化

附属図書館大学文書史料室講師　野邑理栄子

※（注）神戸大学設置当初には他にも旧
制神戸経済大学予科思誠寮がありました
が 1950 年廃止されました。また 1957
年姫路分校女子寮しらさぎ寮が開寮しま
したが、1964 年明石女子寮と共に同年
開寮の女子寮に統廃合されました。

学生寮の今昔

※ 1（注）現在、国維寮では、寮生の大半が外国人留学生のため、寮生による自治は行われていません。
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【ストーム】
　寮文化の中で特に異彩を放っているのが「ストーム」です。こ
れは、寮生の“集団バカ騒ぎ”を指します。夜に行われることが
多く、大勢が寮歌を高唱したり鍋や洗面器を打ち鳴らし裸踊り
を乱舞したりして騒 し々く寮内や町内を練り歩く。そのドンチャン
騒ぎの喧噪と破壊力は、暴風雨をもたらす嵐（Storm）のように
すさまじく、時には勢い余っ
て寮の窓ガラスを大量に叩き
割り、ボウフラがわいた防火
用水の汚水を廊下や布団に
ひっくり返し、市街に繰り出
して騒ぎ回り市民や警察から
お叱りを受けることもありまし
た。現在は、近隣住民への配
慮や私生活を大切にする寮生
の風潮などを背景に、姿を消
しています。

【寮歌】
　日本独自の学生歌「寮歌」とは、寮生活の中で寮生によって作
られ歌われた歌を指すのが基本ですが、寮の歌に限らず、校歌、
記念祭歌、運動部歌、応援歌、逍遥歌、俗謡調なども広義の寮
歌に含まれることが一般的です。美しいハーモニーよりも、蛮声
を張り上げて豪快明朗に高唱することが良しとされ、先輩が後
輩に口伝で教えることが多く、大半が原曲とは異なる歌いやすい
形で伝承され次第に変化していきました。そのため同じ寮歌でも

世代によって曲調や歌詞が異な
る場合がほとんどです。神戸大
学では、旧制神戸高等商業学校
「商

しょうしん

神」「大
たいはい

旆」「春
はるとうだい

筒台」、旧
制神戸商業大学予科「瀬戸の浦
波」、旧制姫路高等学校「白陵
歌」、神戸大学姫路分校「白陵寮
歌※2」、住吉寮寮歌など数多くの
名歌名曲が存在しますが、現在、
寮歌が歌い継がれているのは白
鴎寮だけで、今でも旧制神戸高
等商船 学校寮 歌（白

しらなみ

波寄
よ

する
東
とうめい

明の…）が愛唱されています。

【共同生活】
　個室（1人部屋）が正式に設置されたのは、1997年竣工の住吉
国際学生宿舎が最初です。それまで1部屋2～7名の同居が基本と
され、学年が異なる複数名の相部屋暮らしは、多様な寮文化を創
出する土壌となりました。現在は、国際化への対応や寮生の私生
活重視の風潮などを背景に、学生寮の全室個室化と耐震を目指し
た全面改修工事が進行中です（2013年度終了予定）。相部屋で
の集団の共同生活は、徐々に姿を消しつつあります。

【寮
りょう

雨
う

（窓ション）】
　「寮雨」は、男子寮だけに
伝わる特異な風習です。別
称「窓ション」とも呼ばれ、
部屋の窓から外に向かって
放尿することを指します。豪
放自由闊達（加えて少々迷
惑）な寮文化の一つでした
が、木造から鉄筋に改築さ
れた1960 年代半ば頃から
姿を消し、現在は行われて
いません。

旧制神戸経済大学予科思誠寮で
寮歌を高唱する寮生（1944年）

住吉寮の寮祭での仮装行列（1968年頃）

神戸商船大学白鴎寮の新入生あいさつ大会（1979年）

旧制姫路高等学校白陵寮の
ストーム（昭和初期）

※ 2（注） 神戸大学姫路分校では「白陵歌」を「白陵寮歌」と呼びました。

※ 1（注）現在、国維寮では、寮生の大半が外国人留学生のため、寮生による自治は行われていません。

木造時代の国維寮（1957年頃）

神戸商船大学の南教室仮寮時代の
寮雨（1952年） 15



住吉寮（男子寮）
　住吉寮は学内最大最古の男子学生寮です。1877年開寮の旧制神
戸師範学校寄宿舎の系譜を引いており130 年以上の歴史をもっていま
す（1938 年に住吉寮と命名）。現所在地は神戸市東灘区住吉山手７
丁目（旧住吉村赤塚山）です。1964 年木造 2 階建てから現在の鉄筋
4 階建てに改築。全室２人部屋でしたが、2006 年度より順次１人部
屋に改修中です（2013 年度終了予定）。現在定員388人、寄宿料月
額２人部屋 700 円、１人部屋 5,900 円（改修後 18,000 円）。食堂で
は日替わり夕食を１食 350 円
で提供（2012 年度末食堂及
び共同浴場廃止予定）。新
歓コンパ、寮生大会、寮祭、
防災訓練、もちつき大会＆
新年会など多彩な行事があ
り、毎年６月の寮祭は地域
住民との大切な交流の場で
す。

女子寮
　女子寮は 1903 年開寮の旧制兵庫県明石女子師範学校寄宿舎
の系譜を引いており100 年以上の歴史をもっています（1964 年に
女子寮と命名）。男子禁制を厳守し、父親と言えども居室に立ち
入ることは許されません。毎年６月には住吉寮・住吉国際学生宿
舎と合同で寮祭を開催しています。現在定員 156 人、居室は４人
部屋（現在３人部屋として
運用）、寄宿料月額 700 円

（改修後 18,000 円）、食堂
の日替わり夕食 1 食 320
円ですが、2012 年度には
全室１人部屋に改修され
食堂及び共同浴場が廃止
される予定です。　

　神戸大学には現在5つの学生寮があり、その概要は下記のとおりです（設備や必要経費等の詳細はホームページでご確認ください）。

現在の５つの学生寮

住吉寮（現在）

女子寮（現在）

住吉寮の一室（現在）

女子寮の一室（現在）

住吉寮・女子寮・住吉国際学生
宿舎合同の寮祭でのスイカ割り

（2011年6月）
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国
こく

維
い

寮（男女混住寮）
　国維寮は1908年開寮の旧制神戸高等商業学校寄宿舎の系譜
を引いており100年以上の歴史をもっています。1939年に旧制神
戸商業大学初代学長田崎愼治が国維寮と命名しました。現所在
地は神戸市灘区高尾通３丁目です。1967年木造２階建てから現
在の鉄筋５階建てに改築。2010年には老朽化が進み耐震性が基
準以下の危険建物として閉
寮となりましたが、改修工
事を経て2011年主に外国
人留学生を受け入れる全
室1人部屋の男女混住寮と
して再開しました（旧来は日
本人学生中心の２人部屋の
男子寮でした）。現在定員

134人、寄宿料月額18,000円、共益費月額3,400円です。

住吉国際学生宿舎（男子寮（男女混住寮に改修予定））
　住吉国際学生宿舎（通称「Ｂ棟」）は1997年開寮しました。国
際交流の推進を図るために設置された日本人学生と外国人留学生
の混住寮です。開寮当時は学内唯一の全室1人部屋の学生寮でし
た。所在地は住吉寮に隣
接し、寮自治会や年間行事
も住吉寮との合同です。現
在定員136名、寄宿料月額
4,700円、共益費月額3,000
円です。現在は男子寮です
が、2012年度に一部を女子
用に改修予定です。

白
はく

鴎
おう

寮（男女混住寮）
　白鴎寮は1919年開寮の旧制川崎商船学校寄宿舎の系譜を引い
ており90年以上の歴史をもっています。1954年現所在地（神戸市
東灘区本山南町1丁目（旧本山町中野））に神戸商船大学白鴎寮と
して竣工。1995年阪神･淡路大震災では、寮生が倒壊家屋の下か
ら百名近い近隣住民を救出し内閣総理大臣から表彰を受けまし
た。2001年開始の改修工事で４人部屋から全室１人部屋（１ユニッ
ト４個室）、男子寮から男女混住寮へと変わり、2003年神戸大学白
鴎寮となりましたが、旧商
船大の伝統行事である新
入生あいさつ大会や早朝訓
練は今も健在です。礼儀・
マナーを定めた「寮生の心
得11ケ条」が厳守され、来
賓者には誰にでも明るく元
気に挨拶する習慣をもつの

はこの寮だけです。１年生男子が交代で夜の当直をする学生当直
制度もあり、近隣住民との大切な交流の場として納涼祭やもちつき
大会も毎年開催されています。現在定員男子232人、女子32人、寄
宿料月額5,900円、光熱水量費等月額17,000円です。

国維寮（現在）

住吉国際学生宿舎（現在）

白鴎寮（現在）

国維寮の一室（現在）

住吉国際学生宿舎の一室（現在）

白鴎寮の一室（現在）
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